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1 は じ め に

近年，大学教育の中で，キャリア教育は重要性を増している。キャリア教育の中で資格取得の

支援が多くの大学で行われている。その形態は様々であり，正課の中に資格取得を組み入れ，資

格の取得が単位に結び付くような形態や，大学の設置するキャリアセンターなどが主催してエク

ステンションプログラムとして実施される形態などがある。一方で，資格の取得を大学がサポー

トすることの意義を問う声もある。本稿では，城西大学経営学部で夏季休業中に行われた日商

PC検定試験の特別講座に参加した学生にアンケートを採ることで，資格教育の意義を研究した。

2 キャリア教育と資格教育

2�1 資格教育と大学教育

大学教育の中でのキャリア教育は，大学設置基準第42条の2で「大学は，当該大学及び学部

等の教育上の目的に応じ，学生が卒業後自らの資質を向上させ，社会的及び職業的自立を図るた

めに必要な能力を，教育課程の実施及び厚生補導を通じて培うことができるよう，大学内の組織
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間の有機的な連携を図り，適切な体制を整えるものとする。」と位置づけられ，学生の自立支援

としてキャリア教育が謳われている。キャリア教育の具体的な内容は，大学によって様々である

が，例えば1年次からのキャリアガイダンスやインターンシップ制度の拡充，資格取得の支援な

どが行われている。また，多くの大学でキャリアセンターが設置され，学生への包括的な就職支

援の体制を取っている。

城西大学でもキャリアセンターを設置し，手厚い就職指導やインターンシップ，資格取得の支

援を行っている。特に，城西大学経営学部では，ミニマム・スタンダード（基礎的資格取得目標）

として，

●日商または全経簿記3級

●日商PC検定試験（データ活用）Basic

●TOEIC400点

を掲げ，学生全員のこれらの資格の取得を目指している。

資格取得によって単位を認定することは多くの大学で行われている（参考文献1）。資格によ

る単位認定には，大学にとって2つの側面があると塩川，長谷部は述べている（参考文献2）。

それによると，第1の側面は，ある資格の取得が基礎学力の一部を有していることの担保となる

ものであり，各大学がディプロマポリシー等で求めている基礎学力は，資格によって代替できる

ものではないが，大学の求める学力のある部分を有しているなら，この資格は取得可能，という

ことは言えるとしている。そこで，そのような資格の取得に対して単位を認定することで，大学

における同等の課程科目学修に充てる時間をほかの学修に役立てられるといった，履修の効率化

が図られるとしている。

第2の側面は，学生の学習意欲の喚起・向上である。日本の大学生の学習時間，特に授業外学

習の時間が非常に少ないことが問題としてよく挙げられる。その理由の一つに学習意欲の低さが

あると考えられる。一方で資格取得は，

① その達成基準が公平で明確であること

② 達成したことを第三者に容易に示せること

から，学習に対する動機付けがしやすいという特徴がある。また，授業外学習の時間が増え日常

的な学習習慣が身に付くこと，取得による達成感が更なる学習意欲の向上につながること，など

も期待できるとしている。

本稿では，ここで述べられている第2の側面について，学生にとってどのような効果があるの

か経済産業省の「社会人基礎力」で上げられている能力を目安に，2022年9月に行った日商PC

検定試験特別講座の受講学生にアンケートを採ることで具体的に明らかにした。
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2�2 社会人基礎力

経済産業省の掲げる社会人基礎力とは，キャリア教育の一環として，2006年に「職場や地域

社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」を提唱したもので，3つの能力

（12の要素）からなるもので，具体的には以下のものである（参考文献3）。

能力1 前に踏み出す力（アクション）

主体性……物事に進んで取り組む力

働きかけ力……他人に働きかけ巻き込む力

実行力……目的を設定し確実に行動する力

能力2 考え抜く力（シンキング）

課題発見力……現状を分析し目的や課題を明らかにする力

創造力……新しい価値を生み出す力

計画力……問題の解決に向けたプロセスを明らかにして準備する力

能力3 チームで働く力（チームワーク）

発信力……自分の意見をわかりやすく伝える力

傾聴力……相手の意見を丁寧に聞く力

柔軟性……意見の違いや立場の違いを理解する力

状況把握力……自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

規律性……社会のルールや人との約束を守る力

ストレスコントロール力……ストレスの発生源に対応する力

さらに，2017年には，人生100年時代や第4次産業革命を迎えつつある現代において，社会

人基礎力はその重要性を増すとともに新たな視点・切り口が求められるようになり，今後社会と

の関わりが長くなるであろう個人が社会と関わり，生涯活躍し続けるために必要な力として「人

生100年時代の社会人基礎力」が定義された。これは，人生100年時代の社会人基礎力の，3つ

の能力・12の能力要素を内容としつつ自己認識とリフレクション（振り返り）を通して目的・

学び・統合のバランスを図ることで，能力を発揮しキャリアを切り拓くのに役立つことが期待さ

れたものである。

「人生100年時代の社会人基礎力」は，これまで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との

関わりの中で，能力を発揮するにあたって，自己を認識してリフレクション（振り返り）しなが

ら，学び（何を学ぶか），統合（どのように学ぶか），目的（どう活躍するか）のバランスを図る

ことが，自らキャリアを切りひらいていく上で必要と位置づけられる。また，経済産業省は，

2018年に「人生100年時代の社会人基礎力」の「気づき」の設定を行い，個人が「自ら持つ・
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持たざる能力や体験」を振り返るための，ライフステージの各段階で意識することが求められる

各項目における「問いかけ」を示し，振り返りを行うことが重要であるとして具体化した（図1）。

2�3 資格教育と検定の実施事例

日商PC検定試験は，企業実務においてIT（情報通信技術）を利活用する実践的な知識，ス

キルの修得に資するとともに，ネット社会に対応した新たなビジネススキルの育成を図る目的で

創設されたものである。この試験は，主としてビジネス文書の作成，取り扱いを問う「日商PC

検定試験（文書作成）」，主として業務データの活用，取り扱いを問う「日商PC検定試験（デー

タ活用）」，および目的に応じた適切で分かりやすいプレゼン資料を作成できるかを問う「日商

PC検定試験（プレゼン資料作成）」の三分野で独立した試験として実施されている。「日商PC

検定試験（文書作成）」と「日商PC検定試験（データ活用）」は1級から3級とBasicからなり，

「日商PC検定試験（プレゼン資料作成）」は1級から3級からなる試験である。日商PC検定試

験の特別講座は，日商PC検定試験（データ活用）Basicの延長として，日商PC検定試験の3

級の全科目の取得を目指すものとして，日商PC検定試験の特別講座を学部開設以来，行ってき

た。しかし，この特別講座も，コロナ禍により，2020年度は中止となり2021年度は規模を縮小

して行わざるをえなかった。

2022年度は，大学の授業の対面を基本とするという方針をもとに2022年9月14日から9月

17日の4日間，通常どおり日本商工会議所より講師を招聘し開催した。参加を申し込んだ学生
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図1「人生100年時代の社会人基礎力」の「気づき」の設定

（引用） 経済産業省：我が国産業における人材力強化に向けた研究会報告書（参考文献4）



は27名だったが，参加した学生は21名でその内訳は表1のとおりだった。

各日に行われた内容は表2に示すとおりで，受講者全員が日商PC検定3級の各科目に合格す

ることを目標としたものだった。

検定試験の実施回数は，試験の実施数は，延べ23回となった。参加者の中には，いくつかの

科目についてすでに3級に合格している学生もいたが，各科目において，1回の挑戦では不合格

だった学生もいた。しかし，そのような学生も挫けることなく再挑戦した結果，合格を勝ち取る

ことができた。結果として，本講座の目標であった，受講者全員の日商PC検定試験3級の全科

目全員合格を達成することができた。

3 アンケートの結果と分析

3�1 アンケートの概要と選択式質問項目の分析

この特別講座を通して学生はどのようなことを感じたのかを講座の終了後に受講学生に対しア

ンケートを実施し分析したので，その結果を報告する。なお，アンケートに回答した学生は21

名中14名で内訳は表3の通りだった。
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表1 参加者内訳

2019年度入学生 15名

2020年度入学生 3名

2021年度入学生 3名

表2 講座日程

日 午前 午後

9月14日 検定に必要なデータサイエンス

データの収集，加工，発信

環境設定説明，文書講座

9月15日 文書講座・文書作成検定試験 プレゼン講座

9月16日 プレゼン講座・

プレゼン資料作成検定試験

データ講座

9月17日 データ講座 データ講座・データ活用検定試験

表3 アンケート回答者一覧

2019年度入学生 8名

2020年度入学生 3名

2021年度入学生 3名



各質問項目と結果は次のとおりだった。

●質問1：PC検定の資格が必要だと思ったきっかけは何ですか。

回答は，「就職に有利」「スキルを身に付ける」「PCの技術を証明する」「将来役にたつ」

「その他」から択一式とした。

結果は，図2のようにまとめられる。なお，「その他」を選んだ学生はいなかった。このこ

とから，学生たちはPCの技術やスキルを身に付けることを期待していることがわかる。

●質問2：日商PC検定試験の各科目について難しいと感じたこと（複数回答可）

回答は，「入力のスピード」「専門用語の理解」「操作」「時間制限」「その他」を選択肢とした。

結果は，図3のようにまとめられる。なお，「その他」を選んだ学生はいなかった。この設

問からは，学生は科目による難易度の差を感じていないことがわかる。なお，一般に日商

PC検定試験の3級においては，難しいと言われる順に

1.データ活用

2.文書作成

3.プレゼン資料作成

とされる。 このような結果となった理由は， 各科目は MicrosoftOfficeの Word,

PowerPoint,Excelをもとにした試験であるため，短い期間での集中講座とすることで，

各アプリケーションソフトの連関性が学生に実感できるようになっていることによるものと

思われる。
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図2 質問1：PC検定の資格が必要だと思ったきっかけは何ですか。



●質問3：検定試験の全体を通じてストレスと感じたこと（複数回答可）

回答は，「入力のスピード」「専門用語の理解」「操作」「時間制限」「その他」を選択肢とした。

結果は，図4のようにまとめられる。なお，「時間制限」と「その他」を選んだ学生はいな

かった。この結果からは，主に操作に関してストレスを感じていることが伺える。様々な場

面で，今回の検定試験で対象となったオフィス・アプリケーションを操作する機会はあった

ものと思われるが，検定試験レベルでの操作の機会は無かったためこのような結果になった

ものと思われる。
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図3 質問2：日商PC検定試験の各科目について難しいと感じたこと（複数回答可）

図 4 質問3：検定試験の全体を通じてストレスと感じたこと（複数回答可）



●質問4：「社会人基礎力の以下の項目について本講座を通じて育成されたか否かについて質

問です。」として，社会人基礎力に関連する質問を行った。設問は，「物事に進んで取りくむ

力は」「目的を設定し確実に行動する力は」「他人に働きかけ，巻き込む力は」「現状を分析

し目的や課題を明らかにする力は」「課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力

は」「新しい価値を生み出す力は」「自分の意見をわかりやすく伝える力は」「相手の意見を

聴く力は」「ストレスコントロール力は」とした。

この設問は，社会人基礎力として掲げられている力のうち，「能力1 前に踏み出す力（ア

クション）」の全てである「主体性」「働きかけ力」「実行力」，「能力2 考え抜く力（シン

キング）」の全てである「課題発見力」「創造力」「計画力」，「能力3 チームで働く力（チー

ムワーク）」のうち「発信力」「傾聴力」「ストレスコントロール力」に関するものである。

回答は，「とても育成された」「まあまま育成された」「どちらともいえない」「あまり育成さ

れない」「まったく育成されない」の選択肢から一つ選ぶ形式をとって調べた。なお，「能力

3 チームで働く力（チームワーク）」の「柔軟性」「状況把握力」「規律性」については，講

座の性質から除外した。

結果は表4および図5にまとめた。これらの表およびグラフから学生たちは本講座への参加

を通して，「主体性」「実行力」「計画力」は全ての学生が育成されたと実感している。一方

で，「働きかけ力」「発信力」「課題発見力」「ストレスコントロール力」については，「どち

らでもない」「あまり育成されない」「まったく育成されない」と回答した学生がいた。とく

に，「働きかけ力」「発信力」「ストレスコントロール力」については全く育成されなかった
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表4 質問4：「社会人基礎力の以下の項目について本講座を通じて育成されたか否かについて質問です。」

（単位：％）

とても
育成さ
れた

まあま
あ育成
された

どちら
ともい
えない

あまり
育成さ
れない

まった
く育成
されな
い

物事に進んで取り組む力は 42.9 57.1 0.0 0.0 0.0

他人に働きかけ，巻き込む力は 42.9 28.6 14.3 7.1 7.1

目的を設定し確実に行動する力は 57.1 42.9 0.0 0.0 0.0

現状を分析し目的や課題を明らかにする力は 50.0 35.7 7.1 7.1 0.0

新しい価値を生み出す力は 50.0 42.9 7.1 0.0 0.0

課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力は 42.9 57.1 0.0 0.0 0.0

自分の意見をわかりやすく伝える力は 42.9 28.6 21.4 0.0 7.1

相手の意見を聴く力は 50.0 42.9 7.1 0.0 0.0

ストレスコントロール力は 35.7 35.7 21.4 0.0 7.1



と感じた学生がいた。この学生は，講座を受動的に受けていたことが伺える一方で，ストレ

スは全く感じないか，感じたとしても特にコントロールする必要のないものであったことが

伺える。

以上から総じて，本講座を通して学生は社会人基礎力を形成する力の一部のさらなる発達を，

本講座を通して促されたことが伺える。

●質問5：「今後，日商PC検定2級講座があれば受講したいですか。」

回答は，「はい」「考え中」「いいえ」から択一式とした。

結果を図6にまとめた。この結果からは30％ほどの学生が上位級への意欲をもっているこ
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図5 質問4：「社会人基礎力の以下の項目について本講座を通じて育成されたか否かについて質問です。」

図 6 質問5：「今後，日商PC検定2級講座があれば受講したいですか。」



とが伺える一方で，本講座の受講で意欲が飽和してしまった学生もいることが伺える。

3�2 自由記述の分析

●質問6：「その他，日商PC検定講座について感想をお聞かせください。」

質問6については，自由記述形式での回答をしてもらった。この自由記述の回答を行った学

生は9名であった。この結果をKHCoder3（参考文献6）を用いて共起ネットワークを作

成したものを図7に掲げる。

一般に，自由記述のようなテキストデータを分析する方法は様々あるが，共起ネットワークは，

最も強力な分析手法の一つであり，直感的で分かりやすいという点で優れている。共起ネットワー

クとは，各文書で出現する抽出語のうち，「距離」が近いか遠いかを計算し図示したものである。

共起ネットワークでは「距離」を「エッジ」と呼び線の太さで表され，抽出語は「ノード」とし

て表現され，「ノード」の面積は抽出語の頻度を表す。なお，距離の測り方としてはJaccard係

数，Cosine係数，Euclid距離などがある。特に，Jaccard係数J・A,B・は集合AとBに対し，
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図7 質問6：「その他，日商PC検定講座について感想をお聞かせください。」の共起ネットワーク



と定義される。なお，・A・は集合Aの要素数を表し，A・B・・のときは，J・A,B・・1とす

る。したがって，Jaccard係数は2つの集合に含まれている要素のうち共通要素が占める割合を

表しており，係数は0から1の間の値となる。Jaccard係数が大きいほど2つの集合の類似度は

高い（よく似ている）といえる。そこで，各文書の抽出語の集合に対し，Jaccard係数を考える

ことで，その文書の類似度がわかる。今回は，Jaccard係数を距離として共起ネットワークを描

画した。

この図から，学生の記述は，教員に関するものとPCスキルに関するものに分けられる。教員

に関する記述では

●とても親切に教えてもらい，この先生でよかったと思いました。感謝でいっぱいです。

といったもので，教員への感謝を述べるものだった。また，PCスキルに関するものは，

●短期講座を通じてPCの基本的なスキルや知識を身に付けることができたので良かったです。

これをきっかけにもっとPCのスキルを向上させていきたいです。

という内容のもので自身の成長と意欲を語るものだった。

4 ま と め

この特別講座は夏季休業中の4日間，1限から4限まで行われ，21名全員が参加した。また学

生によっては各日の終了後に大学に残って遅くまで実技の練習をしたものもいた。このことは学

生の学習意欲を喚起したといえる。そして，このような学生の個々の努力により講座の目標であ

る，全員の日商PC検定試験3級の全科目合格を達成することができた。さらに，この特別講座

を通じて，学生自身の中に社会人基礎力の一部である「主体性」「実行力」「計画力」を養えたこ

とは，本特別講座の大きな成果といえる。これは，塩川・長谷部（参考文献2）の指摘する学習

意欲の内実を明かしたものといえる。

また，学生は資格を取得することで，その資格の保証するスキルを手に入れたいと思っている

ことが，アンケートの結果から判明した。加えて，資格の取得ができることなら希望の職を得て

栄達することにも期待していることもわかる。しかしながら，一般的な企業への就職においてほ

とんどの資格が就職するための条件となることもないし，資格の取得だけで就職活動に有利に働

くということもないようである。我々大学教員が，それでも学生に資格取得を勧奨するのは，そ

の資格を取得することで獲得されたことが保証されるスキルもさることながら，その目標に向かっ

て努力し続けることによって得られる態度や姿勢の普遍化であり，恒常化である。それは，経済

産業省により策定された社会人基礎力に重なる部分がある。ただ，このようなことは学生の中に

は明確な形をとって意識されることでもないように思われる。アンケートを採ることで，学生に
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振り返りの機会を与え，この講座を通して得たことがスキルの獲得だけではないということを明

確に示すことは重要である。そのことも，今回のアンケートの結果から，達成できたものと思え

る。

「ニーズ」と「シーズ」ということが新しい商品やサービスを企画する際の視点として取り上

げられる。資格取得ということについては，学生が自らのキャリアアップを考える際に求めるも

のであり「ニーズ」といえる。学生は資格を取得することで，自らに自信を深めるものと思われ

る。また，資格を取得するために努力するということが，大学生活を充実させることにつながる。

資格取得のための教育は，このような価値，いわば「シーズ」を持つといえる。どのような資格

でも，もちろん良いわけではないが，学生にとって到達可能であり，ディプロマポリシーやカリ

キュラムポリシーに十分位置づけ可能な資格を厳選することは大学に求められることである。そ

うすることで，大学生活に意義を見出せないと思い込んでいる学生を減らすことも出来るし，ま

たある資格の取得をきっかけとして，より高度の資格の取得を志すような学生も現れるものと思

われる。このような機会や資格取得のロードマップを用意し，そのもとで学生をサポートするこ

とは，大学のキャリア教育の中ではますます求められるものと思われる。
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